













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「 浄 土 方 便 化 身 土 」 に は 、




「浄土方便化 身 土 」 は 所 謂 、
要・真・弘三門を
開 い て 、 ま さ に 弘 願 他 力の確立を明らか に す る ものである。こ れ に よ っ て 、
この






つの確かな意義が認め ら れ る と い え よ う 。




























た だ 『 教 行 信 証 』 表 層 で
の記述部分を辿れば、「往相回向」は







































































































































































































































































































































































































































































































































































択本願念仏集』 神髄を表し切るために著されたことは、親鸞自身が『教行信証』（後序）のなかで述べているから存分に知り得 所であ 。
しかし、
その肝心の
本文で引用
し
た史料は旧字体・異体字を新字体に改めている。
また
原漢文引用の際の送り仮名
は略した
。
(l)
親鸞の主著であり生涯を尽くし作成された
。正
式書名は『顕
浄土真実教行証文類』。
通称『教行信証』となったのは
、本
願寺の覚如・存覚がこの書の略述書『教行信証大意』を著した一三00
年代初め（一説に一三二八年）と推定されて
いる。〈『真宗新辞典』
、『定本親鸞聖人全集』（第一巻）の巻
末解説部を参照。
〉
(2)『真宗聖教全書』二、二頁(3)前掲書二に同じ(4
)『真宗新辞典』等を参照
註
本願念仏集』は「権門体制」に組み込まれた「鎌倉仏教」の、本願念仏への弾圧と迫害にあって、
法然の没後、
親鸞の存
命の只中で焚書 ごときとなるに至った。
このことは親鸞
にとって断腸の思いであったに相違ない。
法然は「南無阿
弥陀仏」一体をただ「不回向」とした。
しかし親鸞にあっ
ては、「南無阿弥陀仏」一体
は否応なく「二種回向」案出
にかかるもの なった所以が、この不条理 「鎌倉仏教」の実情より感得されるのである。
〈原漢文〉
七七四頁
全三
巻
、
一九七二年
(5
)
赤沼智善・
山辺習学
『教行信証
講義
』
一九五一年を参照
(6)広瀬呆『宿業と大悲』
法蔵館
、
一九六一年
、
参照
(7
)『真宗聖教全書』二、五0五頁
(8)『定本親鸞聖人全集』第一巻、
法蔵館、
二00八年
頁〈原漢文〉
(9)佐藤弘夫『日本中世の国家と
仏教』吉川弘文館、二01
0年、
七三＼七五頁を参照
(10
)
末木文美士『日本仏教史
思想史としてのアプローチ』
新潮社、
一九九六年
一八八頁
(11
)
観心とは、
心を
観想することである。
最終的な真理は言葉
では表現できないとすることから、
日本天台では最高の価
値が置かれる。
また、
それ故に口伝主義と結びつく
ことに
なる。
前掲書一〇
一八四、一八五頁を参照
(12
)
末木文美士『日本仏教史ー思想史としてのアプローチ』新潮社、
一九九六年
一九0頁を参照
(13)『定本親鸞聖人全集』第四巻
言行篇田、
法蔵館、
二00八
年六
、七頁
(14
)
曽我量深『曽我量深選集』
第四巻
「
往相と還相の教証」、
二00九年、
九九頁
(15)鈴木大拙『日本的霊性』岩波書店、(16
)前掲書一五に同じ
(17
)前掲書一五に同じ
(18)『真宗聖教全書』ニ
六
一七頁
法蔵館
、
二―五
頁を
三八〇
(19)
-、
七七四頁
(20)
-、九
二九
頁
(21)
-、二0二頁
(22)
-（第十
巻）、
一
の上
(23)
-（第十四巻）、
五 三
八の中
(24)『真宗聖教全書』
一
、二
四頁
(25)『真宗聖教全書』一
、一
頁
(26)『教行信証』大綱を略述したもので、
存覚による
の作とされる。
(27)『真宗新辞典』及び山辺習学・赤沼智善『
行の巻）三五、三六頁を参照
(28)『真宗聖教全書』二、
二頁
(29)『真宗聖教全書』二‘10六頁(30)『真宗聖教全書』一、二頁(31)『真宗聖教全書』一、四
五三頁
(32)『真宗聖教全書』
、三一六頁〈原漢文〉
(33)『真宗聖教全書』
一、五頁
(34)『真宗聖教全書』一
、四八頁
(35)『真宗聖教全書』一‘1
0三
頁
(36)『真宗聖教全書』一‘10六‘10七
頁
(37)『真宗聖教全書』一、
一―八、
一
九頁
(38)『真宗聖教全書』一‘1
0七
頁
(39)『真宗聖教全書』一、三四頁(40)
-、七
一頁
(41)
-、七二頁
（教 八年
一七
(42)『真宗聖教全書』一、五
二頁
(43)前掲書一五に同じ(44)前掲書一五に同じ(45)鈴木大拙『日本的霊性』岩波書店、
九七二年
六頁
(46)『教行信証』
には、
本文に先立ち「真実の教
浄土真宗」が
記されている。
(47)『真宗聖 全書』二、七七四頁(48)平雅行『公家権力の変容と仏教界』清文堂、
二0
頁を参照
四年
